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はりゴン 

 〒６７９－４００２ たつの市揖西町中垣内乙１３５番地１ 
 TEL（０７９１）６６－００９１  U R L http://www.hyogo-c.ed.jp/~harima-sn/ 
 FAX（０７９１）６６－００９２  E-mail harima-sn@hyogo-c.ed.jp 

 ９月 24日（木）、25日（金）の２日間、錦メンテナンス株式会
社様（姫路市）のご協力のもと、清掃講座を開催しました。前半
は「仕事としての清掃」や働く上で大切なことについてお話を伺
い、後半は実践的にグループに分かれての清掃実技に挑戦しまし
た。ダスタークロスやフラットモップの使い方、トイレ掃除のコ
ツなどを一人ひとり直接ご指導いただく中、教わったことを逃さ
まいと一生懸命にメモをとる生徒たちの姿がとても印象的でし
た。最後に行われた表彰式では、特に上達した人に「ぴかぴか賞」、
一生懸命頑張った人に「きらきら賞」が授与され、会場は嬉しい
サプライズと笑顔に包まれました。今回の講座で身につけた環境
整備の基礎知識を、日々の生活やこれからの進路にしっかりと活
かしていってほしいと思います。 

 10月７日（水）にマックスバリュ龍野西店で
今年度第１回目のCaféはりまを実施しました。
２・３年生４名の生徒で、接客係、レジ、コー
ヒーをドリップする係など、それぞれ役割分担
をしてお店を開きました。「明るく笑顔で接客
する」などそれぞれ目標を立て、自分の役割を
マニュアルで確認したり、お互い声をかけ合っ
たりしながら、全員で協力して取り組みまし
た。２年生は初めての Café はりまでしたが、
緊張しながらも明るい声で「いらっしゃいま
せ」「コーヒーやお菓子の販売をしています」
と、お客様への接客やチラシ配り・店内放送を
頑張りました。３年生は２回目の Café はりま
で、落ち着いて接客をしたり、後輩に教えたり
する様子が見られ、成長が感じられました。株
式会社フジ マックスバリュ龍野西店の皆様、
お菓子やコーヒーを準備してくださった特定
非営利活動法人「いねいぶる」様、地域の皆様
貴重な体験をさせていただき、ありがとうござ
いました。次回は 11月 11日（水）10時開店の
予定です。よろしくお願いいたします。 

生活体験発表会 
 10 月２日（金）に、播磨特別支援学校の伝統的な行事の一つ、生活体験発表会が行われまし
た。夏休みに全校生徒が宿題として書いた作文を、まずクラスの皆の前で発表し、さらに各学年
から選ばれた９名がこの発表会で発表することになります。代表となった９名の作文の題は、１
年生が「日帰り社会学習」「高校生になった私」「新しい学校生活」、２年生が「いなくて気づいた
存在」「昔の私、今の私」「吹奏楽部の思い出」、３年生が「学校生活を振り返って」「突然の別れ」
「見て見ぬふりをしないために」でした。自分自身を振り返ったこと、家族や友だちのこと、学
校生活のことなど内容はさまざまでした。発表からは、周囲への感謝の気持ちや仲間と協力する
ことの大切さなど、普段の学校生活だけでは分からなかった一人ひとりの思いをうかがうことが
できました。今回の発表会で発表したのは代表の９名でしたが、全校生徒がクラスや学年で、自
分の思いや感じていることを自分の言葉で伝える貴重な機会となりました。 
 

見てみよう！播磨特別支援学校の取組み 

 ９月 16日（水）に、就業技術科２学年の抽出メンバ
ーが本校自立活動室にて第３回販売実習を実施しまし
た。製作実習の「生産（木工）、工芸（陶工）、園芸、
環境（皮革）」の４つのコースで製作した商品を地域の
方々や保護者の方々にお買い上げいただきました。 
 生徒たちは、前回の販売実習とは違う役割を担当し、
落ち着いてレジや梱包、商品説明、駐車場係などの役
割を果たすことができました。初めは緊張した様子で
したが、少しずつ笑顔が見られ、練習の成果を発揮す
ることができました。係の生徒同士で協力し合ったり
積極的にお客様に話しかけたりするなど、生徒たちの
成長が感じられる販売実習となりました。地域の方々
や保護者の方々に多数ご来場いただき、生徒たちの励
みになりました。ありがとうございました。 

Café はりま 
 ９月 16日（水）、第１回「見てみよう！播磨特別支援学校の取組み」を実施しました。企業
等の事業所の方々に直接、本校の日頃の教育活動を見ていただくことで、障害者雇用への理解
を深め、就労や実習における企業・事業所との連携を一層強化することを目的に、年２回実施
しています。今回は、午前・午後合わせて 16事業所から 20名の方にご参加いただきました。 
 当日は、普通科・総合ビジネス科の各教科、就業技術科の製作実習や職業実習、チャレンジ
職業の様子をご覧いただきました。また、午前中には、就業技術科２年生による校内販売実習
も行いました。参加された方からは、「生徒の皆さんが元気よく挨拶をし、生き生きと作業や
説明をする姿に接し、障害者雇用への理解がより一層深まった」「普段なかなか伺うことので
きない学校の様子を知ることができ、大変勉強になった」など、うれしいお声をいただきまし
た。 
 今回の見学会をきっかけに、実習や就職など新たなご縁につながることを期待しています。
生徒の皆さんも日頃の取組みに自信をもち、これからも頑張っていきましょう。 
  
 

第３回販売実習 

10月６日（火）から８日（木）までの３
日間、１学年普通科・総合ビジネス科の生
徒が、職場等体験実習を行いました。歴史
文化資料館では、施設周辺の掃き掃除や受
付や電話対応、新聞の整理などをしまし
た。体力の大切さや時間を確認して行動す
ること、言葉遣いや相手に届く声の大きさ
など、体験を通して学ぶことができまし
た。また、会計事務所では、レシートの整
理やデータ入力をしました。職場の方やお
客様への挨拶の大切さ、作業を正確に長時
間する大変さを学びました。また、掃除を
して「ありがとう」と言われたり、苦戦し
ていた作業が少しずつ速くできるように
なってきたりして、働くことのやりがいを
感じることができました。職場の方には、
優しく声をかけていただき、安心して作業
に取り組むことができました。将来の進路
を考える上で、とても貴重な経験になりま
した。この体験で得た学びを学校生活にも
活かしていきたいと思います。 

オープン 
〈生活体験発表会〉 〈Café はりま〉 〈職場等体験学習〉 


